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ってお り、人格特性 ともいうべき不安」13)で あり、状態
不安の強度を高めることによって反応する不安傾向にお
ける個人差と関係している。つまり、状態不安 とは"い ま"
不安な状態にあるのか、特性不安 とは"ふ だん"の 状態、
不安な状態におちいりやすいかを問うものである。STAI











のお父さん、3)初 恋、4>虹 の彼方に、5)ユ ア ・ソング
であり、5曲 を繰 り返 し流した。BGMの 音量が実習室内
に均一に流れるよう、天井埋込みスピーカー3ヶ 所から流
れるよ うに した。BGMの 音量は、 リオ ン簡易騒音計
(NA・02型)で 測定した。
BGMに 関する主観的効果を知るために、演習後に実験




った方 がよか った」、 「どち らと もいえな い」の3つ の選 択
肢か ら1つ 選 んで もらった。
残 り4項 目につ いて は、対尺度 を用 い、5段 階で回答 を
求 めた。質問2「 コミュニケー ションの とりやす さ」にっい
ては、 「かな りと りにくか った」か ら「かな りと りやすか っ
た」の 間で、質問3「 緊張の程度」については、「かな り緊張
が増 した」か ら「かな り緊張が緩和 した」の問で 回答 を求 め
た。質問4「 注射へ の集 中の程度 」につ いては、 「かな り気
が散 った」か ら「かな り集 中できた」の問で 、質問5「 痛 みの
程度」につ いて は、「かな り痛みが増強 した」か ら「かな り痛
みが緩和 した」の問 の5段 階で回答 を得た。
4.測	定方法
実験の手順を図1に 示 した。平常時の心理的指標 と生理
的指標を把握するため、筋肉注射 ・皮下注射演習より以前












































































人数 22(100%) 37100%) 
収縮期血圧(平常時) M±SD 101.6±8.1 102.8±10.0 
拡張期血圧(平常時) M±SD 64.1±8.8 60.2±7.6 
心拍数(平常時) M±SD 66.3±7.8 .: 
STAI特性不安 M±SD 48.3±9.6 46.6±9.3
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収縮期血 圧値の変化 につ いては、実 験群は平常時101.6
か ら演 習前113.1へ 有意 に上昇 してお り(pく0.05)、 演 習 中
か ら演習後 で は有 意差 は認 め られな か ったが 下降 して い
る。一 方、対 照群 は平常時102.8か ら演 習前107.7へ 有意
に上昇 してお り(p<0,05)、 演習 中か ら演習後 にお いても有
意 差は認め られなかったが上昇 して いた。測定時 間による
主効果 が認 め られ(F=14.661,P=0.000)、BGM有無 と測 




・-O・ 一 対 照群
亅	 収縮 期血圧




定時 問の間に交互作 用 も認め られた(F=3.225,p=0.043)。
拡張期血圧 の変化 にっいては、実験群では有意差 は認 め
られなか った が、対照群で は平常時60.2か ら演 習前65.5
へ有意 に上昇 して いた(p<0.05)。測定時間 によ る主効果 は
認め られたが(F=5.53,pニ0.006)、BGM有無 と測定時 間
の間 に交互作用 は認 め られ なか った(F=0.653,p=0.505)。
心拍数の変化 につ いて は、実験群 、対 照群 ともに平常 時
か ら演習前 にお いて有意 に上昇 して いた(p<0.05)。 測定時
間 によ る主効 果 は認 め られたが(Fニ20.094,p=0.000)、























1°1.6**1°2.8 主 効 果 交互 作 用 
113.1107.7} F=14.661 F=3.225 
108.0110.4 =0 .000 =0 .043
64.1 6°.2 主 効 果 交 互 作 用 
ss.s 65.5 F=5.53 F=0.653 
..一	 65.9 =0.006 =0.505
主 効 果 交 互 作 用 











































る主効果 は認 め られ た(F=91.691,p=0.000)が 、BGM有
無 と測 定 時 間 の 問 に 交 互 作 用 は 認 め られ な か っ た 
(F=0.597,p=0.552)0
事前 調査 にて特性不安得点 が45点 以上で あった者 を高
不安群 、44点 以下の もの を安定群 として、実験群、対照
群 それぞれ に状態不安 得点 の変 化 を特性 不安 レベル と測
定時間について二元配置 分散 分析 を行 った。実験群は高不
安群n=16,安 定群n=6で あ り、対照群 は高不安群n=22,
安 定群n=15で あった。分析 の結果 、実験群、対照群それ
ぞれの高不安群 、安定群 ともに測定時間 によ る主効果は認
め られ た(F=30.3,p=0.000,Fニ53.661,p=0.000)が、実
験群 、対照群それぞれの高不安群、安定群 ともに交互作用
は 認 め られ な か っ た(F=0.628,p=0.539,F=0.342,
pニ0.712)。 また、多重比較では両群それぞれ演習 中か ら演
習 後 に お い て 状 態 不 安 得 点 は 有 意 に低 下 して い た
(pく0.05)。 演習前か ら演習 中にお いて、実験群 の高不安群
と対照群の高不安、安定群 は状態不安得点が有意差は認め
られなかったが増加 してお り、実験群 の安定群 は逆 に減少
していた。
4.注 射演習 、BGMに 対す る主観的評価
注射演 習 を終 え た後 の感 想(自 由回答)は 以下 の とお り
であった。実験群 は15名 の回答が得 られ 、内容は8件 で
あ り、「終わ ってほっと した(4)」、「緊張 した(3)」、「で きて
よかった、注 射が好 きになった(2)」、「楽 しか った(2)」、「落
ち着 いて できた(1)」、 「音楽が流れて いたので リラックス
できた(1)」、「注射の奥深 さを考える良 い機会 とな った(1)」、
「痛 かった(1)」で あった。対照群 は20名 の回答が得 られ、
内容は12件 あ り、 「緊張 した(6)」、 「疲れた(2)」、「終わ っ
て ほっとした(2)」、 「う まくで きた(2)」、 「思 った よ り緊張
しなか った(1)」、 「思 ったよ り痛 くなか った(1)」、 「楽 しか
った(1)」、 「怖か った(1)」、 「も うや りた くな い(1)」、 「難
しか った(1)」、 「今後が 心配(1)」、 「自信 をな くした(1)」で
あ った。
BGMに 対す るア ンケー ト結果 は、「BGMが あったがあ
った方が よか ったか」 の質 問につ いて は、 「あった方 がよ
か った」が65%、 「なかった方がよか った」が3%、 「ど
ち らともいえな い」が32%で あった。そ の他 の質問項目

























がかな り上昇 していたために、演習が終わ り、緊張が緩和
しても演習前よ りも演習後の値が高 くなったと考えられ
る。また、実験群では、演習前より演習後の方が血圧値、
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EFFECTS OF USING BGM DURING NURSING PRACTICE OF 
INTRAMUSCULAR AND SUBCUTANEOUS INJECTION OF 
NURSING STUDENTS 
-ANALYSIS ON BLOOD PRESSURE 
, HEART RATE AND 
STATE-TRAIT ANXIETY INVENTORY-
Kaori Ikeuchi, Mitsuyo Yamada, Saori Yoshioka, Chie Ogasawara 
ABSTRACT 
This study is an experimental investigation aiming to verify the effect of mitigating the sense of anxiety and 
tension if some BGM is played during injection practice of nursing students, through the observation of their blood 
pressure, heart rates and level of anxiety. First, a total of 59 nursing students were divided into 2 groups; an 
experimental group (with BGM, n=22) and a control group (without BGM, n=37), second, the experiment was 
conducted to measure the blood pressure, heart rates and third, the Japanese version of STAI and a questionnaire 
survey about BGM was conducted. On the basis of such results, the followings became apparent: 
1. It 	was observed that, in both groups, the blood pressure and heart rates rose significantly during practice in 
comparison to those before practice session. 
2. The increase 	rate of State anxiety during injection practice was low in the experimental group in comparison to 
the control group. 
3. Differences among individuals were observed in the tastes of music, feelings and responses. 
Taking these points into consideration, it becomes apparent that injection practice has an impact even on 
students' blood pressure and heart rates and makes them more stress and anxious. Moreover, it was suggested 
that BGM may be able to ease the nursing students' sense of anxiety. In addition, it was suggested that it is 
important to choose the music, which suits the psychological conditions and tastes and to adjust the volume and also 
that it is necessary to consider the difference of individuals, when playing some BGM. 
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